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こ一般会計に２，７８５万吋

簡易水道会計に１，０７０万円追加

第
四
回
臨
時
議
会
が
十
月
三
十
日
招

集
さ
れ
一
般
会
計
に
二
千
七
百
八
十
五

万
六
千
円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
、
千
百
七
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、

当
日
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
三
十
四
号

佐
井
村
公
平
委
員

会
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

議
案
第
三
十
五
号

佐
井
村
振
興
計
画

審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
条
例
に
つ
い

て議
案
第
三
十
六
号

昭
和
四
十
七
年
度

佐
井
村
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
三
十
七
号

昭
和
四
十
七
年
度

佐
井
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

’予
算

議
案
第
三
十
八
号

佐
井
村
議
会
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
条
例
制
定
に
つ
い
て

〔
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し
〕

歳
入
歳
出
総
額
に
二
千
七
百
八
十
五

万
六
千
円
を
追
加
し
て
、
四
億
二
千
六

百
五
十
五
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
内
訳
は
、
原
田
漁
港
工
事
他

が
八
百
四
十
六
万
円
、
川
磯
線
道
路
改

良
工
事
費
の
増
額
（
単
独
）
二
百
五
十

万
円
、
岾
斷
び
稚
貝
放
流
百
万
円
、
給

油
施
設
」

猥
作

業
（
追
加
）
九
十
一
万

円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
事
業
は
、

歳
入
歳
出
総
額
に
千
百
七
十
万
八
千
円

を
追
加
し
て
四
千
百
三
十
四
万
三
千
円

と
し
ま
し
た
。
こ
の
内
訳
は
、
佐
井
地

区

簡
易
水
道
改
良
工

事

に
一
千
百

十
万

円
と
補
正

予
算
額
の
九
十
四
・
八
％

を

し
め
て
い
ま
す
。

〔
改
正

さ
れ
た
条
例
〕

―
、
佐
井

村
振
興
計
画
審

議
会
委
員

が

「

十
五

人
」

か
ら
「
十
七
人
」
に

改

正

さ
れ

ま
し

た
。

２

、
佐
井
村
公
平

委
員
会

委
員
に
田
中

勝
次
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議

会

議

員

報

酬

引

き

上

げ

る

二
十

八
日

に

報

酬

等

審

議
会

開
催

三

十
日
、
臨
時

議
会
に
提
出

さ
れ
た

議
会

の
議
員
の

報
酬
及
び
費
用

弁
償
に

関
す

る
条

例
の
一

部
改
正

条
例
が
原

案

ど
お
り
可
決

さ
れ

報
酬
が

、
議
長
三
万

三

千
円
（
二
十
六
・
九
％

の
伸

）
、
副

議
長
三
万
円
（
二
十
五
・
〇
％

の
伸
）

議
員
二
万
八
千
円
（
二
十

∇

七
％

の

伸

）
に
そ

れ
ぞ
れ
引

き
上

げ
ら
れ
ま
し

た
。十

月
二
十
四
日

の
専
決
で
特
別
職
報

酬
等
審
議
会

委
員
十
三
人

が
六

人
に
改

正

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
二

十
八

日

こ
の
審
議
会

に
対
し

て
村

長
か
ら
「
村

議
会

議
員

の
報
酬
に
つ

い
て
改
定
す

る

必
要

が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
意
見
を

求
め
ま
す
Ｊ

と
い
う

諮
問
を
受
け
、
同

日

こ
の
問
題
を

慎
重
に
検
討
し
た
結
果

次
の
と
お
り
村

長
に
答
申
し
ま
し
た
。

財
政
の
許
す
範
囲

内
で
あ
る
こ
と
を

踏
え
て
、
議
長
三
万
三
千

円
、
副
議
長

三
万

円
、
議
員
二
万
八
千

円
ま
で
の
額

に
お

い
て
村
長
が
定
め
る
額
と
す

る
。

第
六
回
佐
井
管
内
中
学
校
駅
伝
大
会

優
勝
は
磯
谷
チ

ー
ム

準
優

勝
は
大
佐
井
チ

ー
ム

去
る
、
十
月
九
日
管
内
中
学
校
駅
伝

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

振
興
セ
ン
タ
ー
・
庁
舎
の
落
成
を
記
念

し
て
村
長
杯
と
議
長
楯
が
、
新
し
く
も

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
く
も
り
で
絶
好
の
コ
ン

デ
シ
ョ
ン
、
参
加
チ
ー
ム
は
佐
井
中
の

三
チ
ー
ム
と
磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、
牛

滝
の
七
チ
ー
ム
。
一
位
に
な
っ
た
磯
谷

チ
ー
ム
は
大
佐
井
チ
ー
ム
と
ゴ
ー
ル
前

激
し
い
せ
り
あ
い
の
末
勝
え
た
も
の
で

選
手
の
感
激
も
一
入
で
し
た
。

前
年
優
勝
し
た
古
佐
井
チ

ー
ム
か
ら

優
勝
杯
、
二

位
の
長
後
チ

ー
ム
か
ら
菟

が
返
還

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
コ

ー
ス

は
ヽ

前
年
と
変
わ
り
な
く
佐
井
小
卜
佐

井
中
～

原
田
～

佐
井
中
～

佐
井
小
～
矢

越
～
佐
井
小
の
六
区
間
、
十
二
・
四

キ

ロ

メ
ー
ト
ル
で
す

。
十
時
三
十
分

、
佐

井
小

グ
ラ
ン

ド
を

ス
タ
ー
ト

、
第
一
区

間

は
予

想
ど
お
り
磯
谷
チ

ー
ム
が
二

位

を

、
十
六
秒
ひ
き
は
な
し

て
第
二
走
者
、

に
、
第
二

区
間
は
、
一
位

は
変
わ
ら
ず

磯
谷
チ

ー
ム
ニ

位
は

、
第
一
区

間
三
位

大
佐
井
チ

ー
ム
、
三
位
は
七
位

だ
っ

た

福
浦
チ

ー
ム
が
入

り
、
第
三

走
者
へ

、

第
三
区

間
は
、
原
田

か
ら
佐
井
中
前

ま

で
の
な
だ
ら
か
な
上

り
坂

と
向
い
風

の

た
め
こ
れ
ま
で
一
位
で
通
過
し

た
磯

谷

チ
ー
ム
が
四

位

に
お
ち
、
大
佐
井
チ

ー

ム
が
一
位

に
、
第
四

、
五
区
間
も

変
わ【優勝した磯谷チーム】



ら
ず
大
佐
井

チ
ー
ム
が
二

位
を
二

十
秒

は
な
し

最
終
ラ
ン
ナ
ー
へ
、
こ
の
ま
ま

大
佐
井

チ
ー
ム
が
一
位
に
入

る
だ
ろ
う

と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
磯
谷
チ

ー
ム
の

最

終
ラ
ン
ナ
ー
新
田
雄
逸
く
ん
が
、
三

位
、
二

位
を

ぬ
き
ゴ
ー
ル
五

、
六

メ
ー

ト
ル

前
で
猛
然
’と
ス
パ

ー
ト
、
大
佐
井

チ

ー
ム
を

ぬ
き
一
位
に
入
り
ま
し
た
。

大
佐
井
チ

ー
ム
と
の
差
は
わ
ず
か
一
秒

で
し
た

。
成
績
と
各
区

間
新
記
録
は
次

の

と
お
り
で
す
。

一
位

磯
谷
、
二

位
大
佐
井
、
三

位
長

後
、
四

位
原

田
、
矢
越
、
川
目
、
五
位

古
佐
井

、
六

位
福
浦
、
七
位
牛
滝
の
各

チ

ー
ム
。

第
二
区

間
（
佐
井
中
～
原
田

）
田
中

勝
（

福
浦
史

二
）
、
第
三
区

間
（
原
田

佐
井
中

）
若
山

彰
（
佐
井
中
二

）
、

第
四
区

間
（

佐
井

中
～
佐
井
古

宮
川

豊

彦
（

佐
井
中
三

）
、
第
五
区

間
（
佐

井
小
～

矢
越
）
菊

池

丈
博
（
佐
井
中

三

）
、

鹿
島

悟
美
（
佐
井

中
二

、

若
山

敏
（

佐
井
中
三

）
、
五
十
嵐

清
晴
（

磯
谷
中
三

）
、
坂
井

豊
（
牛

滝
中
三

）
、
内

田

日
出

夫
（
長
後
中

三

）
、
田
中

忍
（
福
浦
中

三
）
、
第

六
区
間
（

矢

越
～

佐
井

ふ
）
滝

本

清

治
（
長
後
中
三

）
で
す
。

税
金

な
ど
の
払
込
は
役
場
ま
で
わ
ざ

わ

ざ
お
い
で
に
な
ら
な
く
て
も
、
下

信

へ
納

額
告
知
書
を
持
参
す
れ

ば
納
入
で

き
ま
す
。

小
学
校
童
話
の
部
は

奥
本

喜
久
子
さ
ん

小
学
校
生
活
経
験
の
部
は

佐
藤

千
晶
さ
ん

中
学
校
は

辻

淳
子
さ
ん

が
優
勝

去
る
十
月
二

十
日
、
長
後
小
中

学
校

講

堂
で

、
第
六
回
児
童
・
生
徒

お
は
な

し
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
空
も
か
ら
っ

と
は
れ
上

が

り
、

講
堂
に
も
秋
の
陽
が

さ
し
、
絶

好

の
お
は
な
し
大
会
日
和
。

小

学
校
で
は
、
二

十
三
人
、
中

学
校

で

は
、
十
二

人
の
出
場
者
。

午
前
は
少

罕
校
の
部
、
午
前
九
時
三

十
分

か
ら
開
会

、
石
沢

教
育
長
の

あ
い

さ
つ
、
審
査
員
を
代

表
し

て
米
沢
福
浦

ふ
中

学
校
長
、
会
場

校
長

の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
加
藤
浩
二
君
の
基
準
弁
論
「

真
の
友
だ
ち
と
は
」
で
始
ま
り
ま
し
た

士
罕
校
低
学
年
は
、
童
話
、
高
学
年

は
、
自
分
の
友
達
、
家
庭
の
で
き
ご
と

学
校
の
で
き
ご
と
、
交
通
事
故
の
こ
と

歯
医
者
へ
行
っ
た
こ
と
。
父
、
弟
の
け

が
で
心
配
し
た
母
と
自
分
の
体
験
、
母

が
病
気
に
な
っ
て
青
森
の
病
院
に
入
院

し
た
こ
と
な
ど
の
お
話
し
で
し
た
。

童
話
の
部
で
、
優
勝
し
た

佐
井
小

三
年
、
奥
本
喜
久
子
さ
ん
は
、
一
よ
た

か
の
星
」
を
、
大
き
く
囗
を
あ
け
、（

キ
（

キ
と
、
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
い
っ
ぱ
い

で
、
場
内
の
拍
手
を
あ
び
ま
し
た
。

生
活
経
験
の
部
で
優
勝
し
た
、
佐
井
。

坐
（
年
、
佐
藤
千
晶
さ
ん
は
、
「
平
和

を
願
う
」
と
題
し
て
、
地
球
上
の
あ
ち

こ
ち
で
、
い
く
さ
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
か
な
し
い
。
私
達
は
、
平

和
な
日
本
で
生
活
し
て
い
て
、
幸
わ
せ

な
こ
と
。
世
界
中
が
平
和
に
な
る
よ
う

に
と
願
う
心
が
、
聞
い
て
い
る
人
達
の

胸
を
し
め
っ
け
、
二
度
と
戦
争
は
し
な

い
と
い
う
誓
い
を
、
新
た
に
し
た
よ
う

で
す
。

二
位
に
な
っ
た
、
福
浦
小
四
年
、
米

沢
道
代
さ
ん
は
、
「
川
に
お
ち
た
自
動

車
」
と
題
し
、
八
月
二
十
一
日
対
交
車

を
さ
け
よ
う
と
し
て
、
あ
や
ま
っ
て
転

落
し
た
自
動
車
が
、
今
、
ま
だ
ひ
き
上

げ
ら
れ
な
い
で
、
川
水
が
出
る
と
、
石

に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
下
流
へ
、
下
流
へ

と
流
さ
れ
、
自
動
車
が
か
わ
い
そ
う
に

な
っ
て
来
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「

あ
だ
な
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
、

自
分
に
つ
け
ら
れ
た
あ
だ
な
が
、
き
に

く
わ
な
く
て
な
や
ん
で
い
る
磯
谷
坐
（

年
の
横
浜
め
ぐ
み
さ
ん
は
、
努
力
賞
で

し
た
。

買
物
に
行
く
途
中
、
大
佐
井
川
に
大

根
の
つ
け
物
を
投
げ
て
い
る
の
を
見
て

回
収
車
を
毎
日
、
出
し
て
も
ら
い
、
川

に
は
投
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と

訴
え
た
佐
井
小
四
年
、
山
崎
嘉
子
さ
ん

は
、
努
力
賞
。

弟
に
や
け
ど
を
さ
せ
、
毎
日
小
さ
な

心
を
痛
め
て

い
た
時
、
母

か
ら
、

き
ず

の
あ
と
が
残
ら
な

い
と
聞

い
て
、
う
れ

し
く
な
り
、
そ
の
夜
か
ら
ぐ
っ
す
り
眠

っ
た
こ
と
を
話
し
た
佐
井
小
四
年

、
佐

々
木
真
弓

さ
ん
は

努
力
賞
で
し
た

。
入

賞
で
き
な
か
っ
た
こ
ど
も
達
も
、
た

い

へ

ん
立

派
な
内

容
と
お
話
し
ぶ
り
で
し

た
。午

後

か
ら
は
、
中

学
校
の
部
が
開
か

れ

ま
し

た
。
こ
の
弁
論
で
優
勝
し
た
、

佐
井
中
一
年

、
辻
淳
子

さ
ん
の
「

わ
た

し

た
ち

の
学

級
」

は
、
小
学
校
の
卒
業

文
集
の
よ
せ

書
き
の
中

の
「

思

い
出
の

楽
し
か
っ
た
日
々
を

、
今
こ
そ
、
ふ
り

返
っ
て
み
よ
う

。
」

と
、
書

い
て

い
た

の
を
思

い
出
し
、

自
分

が
小

学
校
五

年

の
時
、
や
っ
て
み

も
し

な
い
で
出

来
な

い
と
言
っ
て
、
先
生

に
し

か
ら
れ
、
し

か
た
な
し
に
や
っ

て
、

う
ま
く
出

来
た

こ

と
。
中
学

校
に
入
っ

て
先
生
に
出

な

さ
い
と
言
わ
れ
て
も
出

来
な
い
と
言
っ

て
、
注
意
さ
れ
し
ぶ
し
ぶ
出
た
人

。
何

事
も
最
後
ま
で
や
れ
ば
出
来
る
。
こ

れ

か
ら
の
中
学
校
生
活
を
大
事
に

し

よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

二

位
は
、
佐
井
中
三

年
の
川

畑
伸
二

君
で
、
「
こ
の
く
や
し

さ
」
で

、
こ
れ

ま
で
練
習
し
て
来
た
ブ
ラ
ス
バ

ン

ド
部

が
、
県
大
会

に
出
な

い
と
先
生

か
ら
言

わ

れ
、
こ
の
く
や
し

さ
を
勉

強
に
ぶ
っ

つ
け
よ
う

と
す
る
気
が
ま
え

、
三

位
は

福
浦
中
二
年

、
田
中

き
り
さ
ん
で
「

ジ

ャ
ン
ボ
ア
フ
リ
カ
を
読
ん
で
」
で
し
た

こ
の
大
会

に
出

場
し
た
こ
ど
も
た
ち
。

は
次
の
と
お
り
で
す
。



小

学
校
の
部

加
藤

浩
二

（
佐
井

小
六

）
、

佐
藤
昭
弘

（
原
田
小
二

）
田
中

智
剛
（
矢
越
分

校
一

）
、
大

橋

次
郎

（

磯
谷
小
二

）
、

奥
本

喜
久
子
（
佐
井
坐

二

）
内
田

剛
志

（
長

後
小

匸

、
上

山

佳
子
（
川
目
分
校
二

）
、

瀬
川

晶
夫

（

福
浦
小
匸

、
中
西

和
子
（
牛
滝

小
二

）
、
加
藤

伸
彦
（
佐
井
小
二

）

瀬
川

大
夫
（

福
浦
坐
（

）
、
佐

々
木

真
弓
（
佐
井
小
四

）
、
高

橋

浩
子
（

原
田
坐
（

）
、
沢
田

光

治
（
長
後
小

四

）
、
長
谷
川

珠
美
（
牛

滝
坐
（

）

米

沢

道
代
（

福
浦
小
四

）
、
山
崎
嘉

子
（
佐
井
小
四

）
、
八

谷

智
（

長
後

小
五

）
、
横
浜

良
子
（

磯
谷
小
五

）

佐

藤

千

晶
（
佐
井

坐
（

）
、
佐
藤

睦

子
（
原
田

小
四

）
、
横
浜
め
ぐ
み

（
磯

谷
坐
（

）
、
中
西

明
美
（

牛
滝

上
（

）

中

学
校
の

部

前
田

睦

子
（
佐
井

中
三

）
、
山
本

明
広
（

牛
滝
中

二

、
田
中

陽
子
（

磯
谷
中
二

）
、
辻

淳
子
（
佐
井
中

二

田
中

き
り
（
福
浦
中
二

）
、
池
田

と
み
千
（
長
後
中
三

）
、
舘
脇

ふ

じ

子
（
佐
井
中
二

）
、
浜
野

い
さ
子
（

牛
滝
中
三

）
、
内
藤

ル
リ
千
（

福
浦

中

二

、
滝
本

清
治
（

長
後

中
三

）

川
畑

伸
二
（

佐
井
中
三

）
、

東
出

由

美
子
（
磯
谷
中
三

）

【優勝の左から辻（佐井中匚

奥本（佐井小）、佐藤（佐井小川

手

相
を
願
ラ

佐
井
小
六
年

佐
藤

千
晶

山

々

の

木

々

の

葉

も

色

、つ

き

、
虫

の

ご

も

Ｉ
だ

ん

と

ま

し

た

秋

の

夜

な

が

に

読
書
の
手
を
休
め
、
私
は
ふ
と
考
え
る

の
で
す
。

世
の
中
に
は
、
ゆ
っ
く
り
お
ち
つ
い

て
物
ご
と
を
考
え
た
り
、
読
書
な
ど
を

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
不
幸
な
人
々

が
、
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
か
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
今
、
こ

う
し
て
い
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
世
の
中
が
平
和
で

あ
る
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。

世
界
の
だ
く
さ
ん
の
人
々
が
、
平
和

を
願
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
ま
だ
地
球

上
の
あ
ち
こ
ち
で
い
く
さ
が
あ
り
、
お

お
ぜ
い
の
人
が
死
ん
で
お
り
ま
す
。
な

ん
と
か
な
し
い
二
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
傷

つ
い
た
人
々
の
姿
、
と
り
わ
け
、
町
を

追
わ
れ
、
肉
身
を
失
っ
た
Ｉ
ぱ
ん
市
民

目
ぽ
か
り
が
ぴ
か
り
、
ば
ね
ば
か
り
と

な
っ
て
や
せ
お
と
ろ
え
た
子
ど
も
た
ち

の
し
や
し
ん
は
、
つ
よ
く
胸
を
う
た
れ

ま
す
。

二
十
余
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦
で

も
、
大
ぜ
い
の
人
が
い
く
さ
の
た
め
に

死
に
ま
し
た
。
直
せ
つ
戦
場
に
出
て
い

な
い
人
も
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
帰
ら

ぬ
人
と
な
り
、
日
本
で
も
多
く
の
町
が

や
か
れ
ま
し
た
。

私
に
は
、
せ
ん
そ
う
の
お
そ
ろ
し
さ

せ
ん
そ
う
の
み
じ
め
さ
を
直
せ
つ
体
験

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
す
を
、
父
や
先
生
か
ら
き
い

た
り
、
本
で
よ
ん
だ
り
し
て
、
身
に
し

み
て
よ
く
り
か
い
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
も
私
た
ち
の
た
ん
に
ん

の
先
生
か
ら
、
こ
ん
な
は
な
し
を
き
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
生
の
よ
ん
だ
本

の
中
に
で
て
き
た
お
話
で
し
た
。
そ
の

本
の
作
者
の
と
な
り
の
家
に
、
り
っ
ち

や
ん
と
い
う

女
の
子
が
い
て
、
い
つ
も

あ
そ
び
に
き
た
の
で
す
が
、
空
し
ゅ
う

の
た
め
に
、
に
げ
る
と
ち
ゅ
う
し
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
は
な
し
を
き
い
て
、
な

み
だ
が
と
め
ど
な
く
ほ
ほ
を
つ
た
わ
る

の
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ん
と
か
な
し
い
、
な
ん
と
む

ご
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で

平
和
で
あ
っ
た
の
に
、
せ
ん
そ
う
と
い

う
む
ご
い
出
き
ご
と
の
た
め
に
、
そ
れ

が
え
い
え
ん
に
き
え
さ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

私
た
ち
は
今
、
平
和
な
国
の
中
で
生

活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
く
ら
い
幸
せ

な
こ
と
は
、
あ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か

こ
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も

っ
づ
く
よ
う
に
と
ね
が
う
の
は
私
だ
け

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
日
本
人
の
、
い

や
、
世
界
の
人
々
の
の
ぞ
む
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
ふ
か
ま
り
ゆ
く
秋
の
夜

に
私
は
平
和
で
あ
る
こ
と
の
と
う
と
さ

平
和
で
あ
る
こ
と
の
し
あ
わ
せ
を
、

し
み
じ
み
と
か
ん
ず
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
堡
秡

佐
井
中
一
年

辻

淳
子小

学
校
の

）
ｔ
業
文
集
で

ふ
せ

書
き

の

胖
に
ヽ

こ

ん

人
ご

こ
と
ば
が

の
っ
て

、
い

ま
し
た
。
「
思
い
出
の
、
楽
し
か
っ
た

日
々
を
、
今
こ
そ
、
ふ
り
返
っ
て
み
よ

う
。
」
中
学
汝
入
学
当
時
に
は
、
た
だ

な
ん
と
は
な
し

に
読
ん

で
き
た
こ
の
、

こ
と
ば
で
は
あ

る
が
、
入

学
し

て
か
ら

も
う
半
年
も
過

ぎ
た
今
、

な
ぜ
か
こ

の

こ
と
ば
が
、
私
の
、
胸

に
響
き
、
急
に

士

卒
校
時
代
が
、
な

つ
か
し
く

な
っ

て

‐
き
ま
し
た
。
じ
っ
と
目
を

閉
じ

て
い
た

ら
、
小
学
校
当
時
の
思

い
出
が
、
次

々

に
浮
か
ん
で

き
ま
し

た
。
困

っ
た
こ
と

悲
し
か
っ
た
こ

と
。
楽
し

か
っ
た
こ
と

な
ど
、

い
ろ

い
ろ
な
六
年

間
の
思
い
出

が
、
私
の
心
を
、
士

卒
校
時
代

の
私
に

も
ど
し

て
く
れ
ま
し
た
。
中
学

校
と
は

違

っ
た

、
の
ん
び
り
と
し
た
環
境
の
中

で

つ
く

っ
た

沢
山
の
思

い
出
。
第
十
九

回
、
全
国
へ

き
地

教
育
研
究
大
会
。
そ

の
研
究
大
会

が
開
か
れ
た
の
は
、
私
か

五
年
生

の
時

。
学
級
会

の
様
子
を
、
全

国

の
先
生
方

に
見

せ
る
こ
と
に
な
っ
た

私
遠
の

ク
ラ
ス

、
担

任
の
先
生
に
、
当

日

の
学
級
会

に
は

、
議
長
を
や
れ
と

い

わ
れ
、

い
や

い
や

な
が
ら
、
ひ
き
う
け

た

の
も
こ
の
頃
で
す

。
ふ
だ
ん
の
学
級

会
で
は
、

い
つ
も

議
長
を

や
っ
て
、
少

し
は
慣
れ
て

い
た

の
だ
け
れ
ど
、
な
ぜ

か
、
今
回
は

沢
山

の
、
し

か
も
、
全
国

か
ら
き
た
先
生
方

が
見

て
い
る
と
思
う

と
、
ま
ち
が
っ
た

ら
ど
う
し

よ
う
と
い

う
不
安

に
お
そ
わ
れ
た
し
、
何

度
か
練

習
を
し
た
の
だ
け
れ

ど
、

ど
う
し

て
も

話
し
合

い
を
ス
ム

ー
ズ

に
ま

と
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
や
け

に
な

っ
て
、
途
中

で
、
な
げ
だ
そ
う

と
し

て

い
た
時
で
し
た
。
先
生
に
呼

ば
れ

て
、

こ
ん
な
こ
と
を

い
わ
れ
ま
し
た

。
「
お

ま
え
は
、
議
長
を
や
る
気
が

あ
る
の
か



今
日
の
あ
の
態
度
は
な
ん

だ
、
最
後

ま

で
や
っ
て
も
み
な

い
で
な

に
が
で
き
な

い
ん
だ
。

い
い
か
、

明
日

か
ら
は
き
ち

ん
と
や
る
ん
だ

ぞ
。
」
と
、
説

教
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け

ど
そ

の
時

の

注
意
を
、
私
は
、
素
直
に
う
け
入
れ

る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
そ
ん

な
に
き
ち
ん
と
や
り
た
い
な
ら
、
先
生

が
や
っ
た
ら
い
い
の
に
。
」
と
、
頭
の

中

で
猛

然
と
先
生

に
反

抗
し
、
表
面
で

は

、
た
だ
先
生

の
注
意
を
、
口
先
で
、

「
（

イ

、
「

イ

」
と

い
っ
て
、

聞
い
ア

い
た
だ

け
で
し
た

。
き
び
し

い
先
生
の

指
導
の

お
か
げ
で
、
当
日

は
、
上

手
に

話
し
合

い
を
ま
と
め

る
こ

と
が
で
き
、

ホ
ッ
ト
安
心
し
て

い
た
時
で
し

た
。
な

ん
と
は
な
し
に
、
た
だ

あ
の
時
、
先
生

に
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
、
頭

の
中

に
浮

か
ん
で
き
た
の
で
す
。
「
先
生
の

い
っ

た
こ
と
は
、
本
当
に
正

し
か
っ
た

。
」

と
、
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ

の
気
持
ち
と
同

時
に
、
「
自
分

が
、

な
ん
で

あ
の
時
反

抗
し

た
ん
だ
ろ
う
。

あ

の
時

、
素
直

に
先
生

の
い
う
こ
と
を

聞

い
て

い
た
ら
、
今

、
自
分

に
与
え
ら

れ
た
任
務
が
、
無
事

に
終
っ
た
時
の
こ

の
満
足
感
は
、
も

っ
と
大

き
な
も
の
で

は
な

か
っ
た
だ
ろ
う

か
。
な
ぜ
、
あ
の

時
、
も
っ
と
素
直

に
な
れ
な

か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
」
と
、
自
分
で
深
く

考
え

て
み
た

の
で

す
が
、
ど
う
し

て
も
理
由

が
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し

た
。
中

学
校
生

活
に
も
大
部
な
れ
た
十
月
の
は
じ

め
の

頃
、
こ
れ
と
似
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

文

化
祭
の
舞
よ
う
に
出

て
み
な
い
か
と

い
わ
れ
て

い
た

数
人

の
女
生

徒
が
、
先

生
の
「
出
て
み
な

い
か
。
」

と
い
う
こ

と

ば
に
対
し
て
、
ま
だ
や
っ

て
も
み

な

い
う
ち

か
ら
、
「

私
は
、
へ

た
だ
か
ら

い
や
だ
。
」
と

か
、
「
友
達
が
出

な
け

れ

ば
私
も
で
な

い
。
」
な

ど
と
い
っ
て

舞
よ
う
に
出
た
く
な

い
理
由
に
し

て
は

理
由
に
な
ら
な

い
話
だ

と
、

私
に
は
感

じ

ら
れ

ま
し

た
。
そ
の
時
、
先
生
の

い

っ

た
こ

と
は
、
「

や
っ
て
み
な

い
で
、

な
し

て
で
き
な
い
と
か
、
へ

た
だ
と
か

・
い
う
ん

だ
。
」

二

度
や
っ
て
み
る
ん

だ
な

。
そ
の
問
題
は
、
そ
の
あ
と
だ
。

い
い
な

。
」

そ
の
時
、
私
の
頭
を
か
す

め
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
が
五
年

生
の
時
、
担
任
の
先
生

か
ら

う

け
た
注
意
と
、
全
く
同
じ
こ
と
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
数
人
の
女
生
徒
は

、
や

‘は
り
、
当
時
の
私
と
同

じ
よ
う

に
、
し

ぶ
し
ぶ
返
事
を
し
て

い
た
よ
う
で
し
た

こ

の
数
人
の
女
生
徒
。
そ
し
て

私
も
、

失
敗
し

て
も

い
い
か
ら
、
最
後
ま
で
、

物

事
に
取
り
く
ん
で
か
ら
で
な

い
と
、

案
外

心
配

し
て

い
る
よ
り
、

か
ん
た
ん

に
で
き
る
と

い
う
こ
と

が
、
わ
か

る
で

し

ょ
う
か
。
私
の
、
過
去
の
、
貴
重

な

思

い
出

は
、
今
、
感
じ
て

い
る
考
え
方

を

も
っ
て

い
た
ら
、
も
っ
と
、
す

ば
ら

し

い
も
の
に
な
っ
て

い
た
で
し

ょ
う
。

失
敗
を
お
そ
れ
て

い
て
は
、
こ
れ

か
ら

の
、
中

学
生
時
代
の
思

い
出

も
、

あ
じ

け
な

い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は

な

い
で
し
ょ
う

か
。

楽
し

い
思

い
出

と
い
う
の

は
、
自
分

か
ら
進
ん
で
、
与
え

ら
れ
た
チ

ャ
ン
ス

に
、
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、
積
極
的
に
、

と
り
く
む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
私
は

こ
こ
で
、
発
表
し
た
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
中
学
校
生
活
の
中
で
、
大
事
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

振
興
セ
ン

タ
ー
が
完
成

い
た
し

ま
し

た

。
次

の
と
お
り
、
使
用
の
き
ま
り
を

き

め
ま
し

た
の
で
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
ご
利

用
く
だ

さ
い
。

１

、
使
用
す

る
人

は
、
使
用

す
る
前
日

ま
で
、
所

定
の

使
用
許
可

申
請
書
（

役
場
に
そ
な
え
付

）
を
村

長
に
提
出

し
て
許
可
を
旡

凛
で
Ｆ

さ
冖

。
ｔ司
、

小
・
中
学
生

の
使
用
に
つ

い
て
は
、
口

頭
で
許
可
を

受
け
て
下
さ

い
。

２
、
使
用
料
は

使
用
許
可
と

同
時
に
納
入

し
て
下
さ
い

使
用
料
は

五

゛
二

り
で
す
。

３
、
一
般
会
合

の
外
、
展
示

会
等
に
使

用
す
る
場
合
、
使
用
時
間
は
、
二
日

を
限
度
と
し
ま
す
。

４
、
小
・
中
学
生
、
一
般
住
民
の
総
合

研
修
室
の
卓
球
談
話
コ
ー
ナ
ー
等
の

使
用
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

５
、
非
常
階
段
の
昇
り
降
り
及
び
、
屋

上
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
危
険
で
す

か
ら
小
・
中
学
生
は
、
使
用
を
禁
止

い
た
し
ま
す
。

６
、
使
用
目
的
が
運
動
で
あ
れ
ば
、
上

履
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

７
、
幼
児
は
か
な
ら
ず
父
母
同
伴
で
（

総
合
研
修
室
に
ブ
ラ
ン
コ
、
ス
ペ
リ

台
、
オ
ル
ガ
ン
が
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。
）

振
興
セ
ン
タ
ー
を
写
真
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

【完成した振興センター（左）、役場庁舎（右）】

振興センター使用料金表



【農林水産物加工実習室（９３．２３㎡）】 【住民談話コーナー（２８．２２㎡囗

【総合研修室（２７１．７５㎡）】 【宿泊研修室（和室）（５９．４０㎡囗

昭

和

四
十

七

年

度

共

同

募

金

終

る

募

金

額

一

五

四

、
七

一
〇

円

。皆

さ
ん

の
胸
に
「
赤

い
羽
根

」
を

ス

ロ

ー
ガ
ン

に
は

じ
ま
り
ま
し
た

、
昭
和

四
十
七
年
度
の
共
同

募
金
も
、

皆
さ
ん

の
御
協
力
に
よ
り

、
目
標

額
を
期
間
内

に
達
成
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の

募

金
の
約
半
分
は
、
当
村

の
季

節
保
育

所
へ
、
お
や
つ
代
、
遊
具
費
と
し
て
還

元
さ
れ
ま
す
。
又
、
身
体
障
害
者
、
老

人
等
の
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
皆
さ
ん
の
隣
人
愛
、
相
互

扶
助
の
精
神
に
よ
り
、
募
金
運
動
に
参

加
さ
れ
、
好
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
、
各
地
区
の
募
金
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。



保
健
婦
だ
よ
り

栄
養
相
談

②

一
、
離
乳

を
始

め
る
時
期

イ

、
五

か
月
頃
か
ら
始

め
る
（
体
重

七

キ
ロ
グ
ラ

ム
を

メ
ド
に
す
る
）。

气

夏
季
に
下

痢
七

作

す
い
季
節
な

の
で
注
意
し
て
進
め

る
。

（

、
離
乳
開
始
に

さ
き
だ
っ
て
授
乳

時
間
を
規
則

的
に
す

る
。

一
、
離
乳
食
の
進
め
方

イ
、
一
種
類

の
物
を

Ｉ
さ
じ
ず

つ
あ

せ
ら
ず
に
ゅ

っ
く
り
と

口
、
材
料
は

新
鮮
な
も
の
を

（

、
手
、
食
器

、
調
理
器
具
を

清
潔

に
二
、
は
じ
め
は
薄
味
で
、

ど
ろ
ど
ろ

の
形

に
し

、
汁
気
を
多
く
し

て
与

ホ
、
そ
の
他

・
材
料
は
新
鮮
な
も

の
を

。

・
便
の
様
子
に
注
意
し
な

が
ら
進

め
る
。

・
あ
ま
り
基
準

に
と
ら
わ
れ
な

い

よ
う
に
す
る
。

三
、
離
乳
食

の
与
え
方

イ

、
午
前
十
時
に
、
薄

め
の
か
ゆ
を

授
乳
前
に
〇

・
五

さ
じ
か
ら
与
え

便
に
注
意
し
な

が
ら
三

日
目
に
○

五

さ
じ

づ
つ

増

す
。

口
、

お
か

ゆ
が

ご
〒

四

さ
じ
（
三

週

間
位

）
に
な

っ
た
ら
、
卵
黄
〇
・

五
さ
じ
か
ら

か
ゆ
と
一

緒
に
与
え

（

、
卵
黄
の
開
始
か
ら
さ
ら
に
一
週

間
ほ
ど
立
っ
て
か
ら
野
菜
を
煮
て

つ
ぶ
し
た
も
の
を
〇
・
五
さ
じ
か

らヽ
与
え
る
。

四
、
離
乳
を
成
劼
さ
せ
る
に
は

イ
、
授
乳
時
間
は
規
則
正
し
く

口
、
健
康
状
態
の
よ
い
と
き
に

（

、
離
乳
食
は
授
乳
の
前
に

二
、
最
初
の
食
事
は
午
前
の
お
乳
の

前
に

五
、
果
汁
の
与
え
方

イ
、
入
浴
の
あ
と
昼
寝
の
あ
と
な
ど

に
与
え
る

口
、
は
じ
め
は
湯
ざ
ま
し
で
倍
に
う

す
め
る
。

（

、
茶
さ
じ
一
杯
か
ら
始
め
る
。
だ

ん
だ
ん
と
ふ
や
す
。
急
に
ふ
や
す

と
下
痢
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

六
、
果
汁
を
作
る
と
き
の
注
意

イ
、
果
汁
の
材
料
は
、
新
鮮
な
、
季

節
の
も
の
を
選
ぶ
。

口
、
り
ん
ご
や
梨
は
、
す
り
お
ろ
し

て
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で
し
ぼ
る
。

（

、
果
汁
は
与
え
る
直
前
に
作
る
。

作
っ
て
お
く
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
こ

わ
れ
る
。

二
、
い
ち
ご
、
み
か
ん
、
ト
マ
ト
な

ど
は
ス
プ
ー
ン
で
よ
く
つ
ぶ
し
て

汁
か
ら
与
え
る
。

最

低

賃

金

の

お

知

ら

せ

青

森

労

働

基

準

局

こ
の
た
び
、
青
森
県
全
域
に
適
用
さ

れ
る
最
低
貸
金
が
決
定
さ
れ
、
来
年
一

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
の
決
定
に
よ
り
、
県

内
の
す
ぺ
で
の
事
業
場
で
働
く
全
労
働

者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

一
部

改
正

さ

れ

た
遺

族

援

護

法

等

年

金

の

増
額

な

ど

が

目

的

問

こ
の
法
律
は
、
こ

と
し
も
改
正

さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内

容
を

お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

答

改
正

さ
れ
た
、
お
も
な
内

容
は
次

の

と
お
り
で

す
。

一
、
旧
軍
人

、
軍

属
な

ど
の
障
害
者

に
支
給
す

る
障
害
年

金
や
障
害
一

時
金
が
、
こ

と
し

の
十
月
分
か
ら

こ
れ
ま
で
の
額

の
八
六
％

引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た

。
ま

た
、
こ
れ
ら

の
人
た
ち
の
扶

養
親

族
加

給
も
、

こ
れ
ま
で
の
年
額
一
万
二
千
円

か

ら
二
万
四
百

円
に
な
り
ま
し

た
。

二

、
遺
族
年

金
や
遺
族
給
与
金
も
こ

と
し

の
十
月

分
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
額

の
二
五
％

、
来
年
一
月
分
か

ら
、
こ

れ
ま

で
の
額
の
三

八
・
二

％

増
額

に
な

り
ま
す
。

三

、
昭
和
十
二

年
七
月
七

日
か
ら
昭

和
十
六
年
十
二

月
七
日

ま
で
の
間

に
、
内
地
、
樺
太
、
千

島
列

島
、

朝
鮮
、
台
湾
、
満
州
で
勤

務
し

て

い
た
旧

軍
属
が
、
業
務
上
傷

病
に

か
か
っ
た
場
合

、
そ
の
傷
病

の
程

度
に
よ

っ
て
障
害
年

金
な

ど
を
、

死
亡
の
場
合

は
遺
族
給
与
金
な
ど

が

支
給

さ
れ

る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

四

、
旧
軍
人
、
準
軍
人
で
昭
和

十
二

年

七
月
七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十

二

月
七

日
ま
で
の
間
に
、
内

地
、

樺
太
、
千

島
列
島
、
朝
鮮
、

満
州



台
湾
で
、
日
華
事
変
の
勤

務
に
関

逓
し

て
、
業

務
上

傷
病
に

力
か
っ

左
場
合

、
そ

の
傷
病
の
程
度
匚
よ

っ

て
障
害
年

金
な
ど
が
支
給

さ
れ

る
こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

五
、
満
州

開
拓

青
年

義
勇
隊
員
が
、

昭
和
十
四

年
十
二

月
二

十
二

日
か

ら
昭
和
十
六
年
十
二
月

七
日
ま
で

の
間
に
、
車
事

に
関
連
し
て
傷
病

に
か
か
っ
た
場
合

、
そ

の
傷
病
の

程
度
に
よ
っ
て
障
害
年
金

な
ど
を

死
亡
の
場
合
は

遺
族
給
与

金
な
ど

が
支
給
さ
れ

る
こ

と
に
な

り
ま
す

問

こ
れ
ら
の
傷
病
者

が
、
療

養
な
ど

を

必
要
と
す

る
場
合
は
、

ど
の
よ

う

に
な
り
ま
す
か
。

答

本

人
の
申
請
に
よ
り
、
療

養
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
め
ら
れ
た

場
合

は
、
回
費
で
療
養
が
で
き
ま
す

ま
た
、
障
害
の
程
度
が
、
恩
給
法
で

規
定
す

る
二
目

症
以
上

の
場
合

は
、

戦
傷

病
者

手
帳
も
交

付
さ
れ
ま
す
。

問

戦
没
者

の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
持

別
弔
慰
金

制
度
は
、
ど
の
よ
う
に
改

正

さ
れ
た
の
で
す

か
。

答

改
正

前
は
、
昭
和
四
十
年
四

月
一

日
現

在
で
遺

族
年
金

な
ど
や
公

務
扶

助
料
を
も
ら
っ

て
い
る
遺

族
が
あ
る

場
合

は
、
こ
の

特
別
弔
慰
金

は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、

改
止
後

は
、

こ
の
日
に
、
こ
れ
ら
の

給
付
を

受
け

て
い
る
遺
族
が
あ
っ
て
も
、
昭
和
四

十
七
年
四

月
一
日
に
こ
う

い
う
遺

族

が
い
な
け
れ
ば
支
給

さ
れ

る
ご
と
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し

、
戦
没
者
匚

つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一

且
剛
ご
遺
族
の
誰
か
が
、
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

問

と
い
う
こ
と
は
、
改
正
の
対
象
と

な
る
遺
族
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
二

囗
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
、
遺
族
年
金
な
ど
や

公
務
扶
歟
料
の
受
給
権
を
失
っ
た
と

い
う
遺
族
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

答

そ
う
で
す
。

問

こ
れ
ら
の
改
正
に
該
当
し
、
給
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
ど
の

よ
う
に
し
だ
ら
よ
い
の
で
す
か
。

答

民
生
相
談
課
で
、
請
求
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
受

け
て
い
る
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
の
額
改
正
に
な
る
分
に
つ
い
て
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が
。
疑
問
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生
相
談

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
浦
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
発
足

十
月
二
十
四
日
福
浦
集
哀
所
で
二
十

数
名
の
お
と
し
よ
り
が
集
り
、
村
か
ら

の
老
人
福
祉
の
色
々
な
説
明
に
熱
心
に

耳
を
か
た
む
け
活
発
な
話
し
合
い
が
行

な
わ
れ
た
あ
と
会
員
四
十
名
で
発
足
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
名
称
は
、
福
浦
地
区

よ
り
募
っ
た
と
こ
ろ
十
数
名
の
応
募
の

中
か
ら
内
藤
栄
さ
ん
の
出
品
が
お
と
し

よ
り
多
数
の
替
同
を
得
、
近
年
特
に
脚

光
を
あ
び
て
い
る
縫
道
石
山
の
名
前
を

と
り
「
ぬ
い
ど
ク
ラ
ブ
ー
と
決
定
し
、

十
月
三
十
日
薬
研
温
泉
へ
研
修
旅
行
で

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

四１`『
１１
作
’一１
．。『

外

出

の

と

き

は

手

を

つ

な

い
で

外

出

す

る

と

き

に
は

ノ

子

ど
も

の

手

を

し

っ

か

り

匚

ぎ

っ

て

歩

き

ま
し

ょ

う

歩

道

の

な

い
道

路

で

は

右

手
で

子

ど

も

の

手
を

に

ぎ

っ

て

く
だ

さ

い
。

服

装

は

目

立

つ

色

で

身

軽

に

さ

せ

る

帽
子

、

レ

イ

ン

コ

ー
ト

、
雨

が

さ

な

ど

は

、

運

転

車

に

兄

や

す

い
目

立

つ

色

（
黄

色

な

ど

）

に

し

、

服

装

も

軽

快

な

も

の

に

し

ま

し

ょ

う

。

大

き
な

鞋

や

サ

ン

ダ
ル

な

ど

も

危

険

で

す

。

通

話

料

金

が

ぐ

っ

と

安

く

む

っ
電

報
電

話
局

、
佐

井

郵

便
局

村

政

の

窓

口

十
月
十
日

振
興
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎

竣
工
式

十
月
十
二
日

敬
老
会

十
月
十
三
日

家
庭
健
康
大
学

十
月
十
四
日

議
員
協
議
会

十
月
十
五
日

村
民
体
育
大
会

十
月
十
七
日

川
磯
線
入
札

（
六
百
九
十
万
円
で
細
川
建
設
落
札
）

十
月
二
十
日
磯
谷
小
学
校
へ
き
地
集

会
室
入
札

（
七
百
八
十
万
円
で
坪
谷
正
隆
落
札
）

佐
井
小
学
校
校
長
住
宅
入
札

（
百
七
十
万
円
で
小
谷
定
男
落
札
）

十
月
二
十
二
日
人
権
相
談

十
月
二
十
六
日
森
林
組
合
総
会

十
月
二
十
八
日
報
酬
審
議
会

十
月
三
十
日

臨
時
議
会

こ

よ

み

と

行

事

十
二
囗

ゴ
ミ
回
収

十
五
日

ゴ
ミ
回
収
、
七
五
三

十
七
日

家
庭
健
康
大
学
（
振
興
セ
ン

タ
上

十
八
日

ゴ
ミ
回
収

二
十
一
日
妊
婦
学
級
（
振
興
セ
ン
タ
ー

上

二
十
二
日

小
雪

二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日

二
十
四
日
家
庭
健
康
大
学
（
振
興
セ
ン
タ

ー
）
ゴ
ミ
回
収

二
十
七
日
ゴ
ミ
回
収

三
十
日

ゴ
ミ
回
収

戸

籍

の

窓

口

十
一
月
一
日
現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う

山
口

大
輔
（
捷

夫
）
大
佐
井

田
中
の
ぞ
み
（
明

正
）
福

浦

鈴
木
め
ぐ
み
（
勝
太
郎
）
野

平

松
谷

和
人
（
鉄

夫
）
大
佐
井

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヽ
石

塚

恭

清
（
大
畑

町
）

’
舘
脇

よ
ね
（
矢

越
）

乱
一
谷

謙
（
都
南
郡

）

片
西
村

摘
子
（
大
佐
井

）

、
板
垣
丁
年

智

（
川
内
町

）

石

川

曾

二

古
佐
井

）

顫

原

宏
吉
（
函
舘
市

）

’
加

賀

哲
子
（
大
佐
井

）

・
神
戸

正

治
（
板

橋
区

）

坂
井

知
恵
（
牛

滝

）

土
佐

春

雄
（
森
吉
町

）

大
石

浄
子
（
長

後

）

工
藤

秀
雄

（
常
盤
村

）

坂
井
久

美
子
（
牛

滝

）

堀
内

雅
敏
（
深

浦
町

）

宮
沢

千

夜
（
川

目

）

鈴
木
重

次
郎

（
八

戸
市

）

宮
本
す
み
子

（
古

佐
井

）

ご

逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

東
出

き
み
（
正

）

古

佐
井

奥
本

博
（

峯
子

）
大
佐
井

山
路

い
そ
（

英
夫
）
古

佐
井

木
下

五
郎

太
（

止
）

古
佐
井

人 口 と 世 帯

男 ２．３８２人

女 ２．４９１人

計 ４．８７３人

世帯数・１．１１９世帯

Ｓ ４７．１１．１現在

編

集

と

発

行

佐
井
村
役
場
《
総
務
課
》

表
紙
の
説
明

脱

穀
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